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１．概要（Summary ） 
耐熱材料などで広く使われる Ni 基合金の酸化挙動

に及ぼす添加元素の効果を明らかとする目的で高温

酸化の初期過程をＸＰＳ法を用いて検討した。Ni に

Cu、Sb を添加した材料に対して２つの酸化条件での

酸化過程を観察した。組成、酸化条件ごとにそれぞれ

特徴のある光電子スペクトルの変化が観測されたが、

特に Cu では酸化条件によって生成する酸化物が異な

る結果を得た。今後詳細に解析する。 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

本研究は、耐熱材料などで広く使われている Ni 基
合金の高温酸化ガス環境中での酸化劣化挙動に及ぼ

す添加元素の影響を調べ、高耐食材料の開発指針を得

ることを目的とする。 
Ni および Ni-2Sb, Ni-2Cu 合金を 650 度、O2分圧

5x10-4Pa の環境にさらし、その初期酸化挙動を

BL23SU 表面化学ステーションにおいて SR-XPS 法

で検討した。酸化条件は異なる２種実施し、条件１）

室温の状態であらかじめO2分圧を5x10-4Paに調整し

てから昇温した場合と、条件２）真空度を 1x10-6Pa
以下に保持したまま 923Kに昇温した場合の２種実施

し比較した。入射 X 線は 1486.6eV を使用し、光電子

取出し角 30 度で測定した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Ni、Ni-2Sb, Ni-2Cu 合金をそれぞれ同一の条件で

酸化、加熱実験し、その表面状態の変化過程をＸＰＳ

で追跡した。その結果、室温、O2分圧 5x10-4Pa の条

件ではいずれの試料表面も NiO の生成が認められ大

きな差異はなかった。一方、昇温後の 923K では主成

分である Ni の表面状態について、２種の酸化条件で

光電子スペクトルに微小ながら差異が認められてい

る。現在その理由を解析中である。また、添加元素であ

る Sb、Cu の酸化状態にも酸化条件ごとの差が認められ

た。この Sb,Cu を添加された材料で、条件により酸化挙

動が異なる理由のひとつには、Sb,Cu はともに Ni に対

して高温で表面偏析する傾向であることが一因である

と思われる。実際、条件２で先に 923K に昇温されるこ

とで、Sb や Cu が Ni に対して表面偏析し表面濃度が増

加する様子が XPS スペクトルからも確認できた。表面

偏析が進行する条件では、Sb や Cu は Ni に比べて酸化

が進みにくいことから Ni の酸化を抑制する効果を発揮

することが予想される。Sb、Cu の被覆率と Ni の酸化挙

動については今後詳細な解析をすすめる。一方、スペク

トルの詳細な構造を見ると、先に述べたとおり、Ni、Cu,、
Sb とも酸化条件ごとに特異な特徴を示し、例えば Cu で

は、条件１では Cu2O までしか酸化されなかったのに対

して、条件２では CuO まで酸化された。 
 今後解析をすすめ，観察された挙動について詳しく検

討する。 
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